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1．はじめに
本論文では、日英新聞パラレルコーパス及びBCCWJ（the Balanced Corpus of Contemporary 
Written Japanese：現代日本語書き言葉均衡コーパス）の図書館・書籍サブコーパスを比較する
ことによって、新聞における二字漢語動名詞使用の特徴を考察する。本研究は語彙論的統語論の
立場から、二字漢語動名詞が、報道文においてその意味によって使用される文法形式に特徴があ
るのではないかという仮説のもとに分析を進めた。
二字漢語動名詞（例：実施＋する）は、二字漢語を名詞「実施」に、「する」をつけてサ変動
詞（「実施する」）としても使用する。まず、それぞれの二字漢語動名詞の名詞として使われる度
合いと動詞として使われる度合いを二つのコーパスで比較する。
次に、その二字漢語動名詞が動詞として使われた場合、統語論的使用形式、すなわちテンス・
アスペクト・ヴォイスにおいても、報道文と一般的な書籍とは、頻繁に使われる統語形式に差が
あるという仮説のもと、二つのコーパス上での二字漢語動名詞とその用法比率を明らかにする。
たとえば、「逮捕」は、BCCWJよりも新聞コーパスのほうが「～した。」との共起率が高い、「強
調」は、BCCWJのほうが新聞コーパスよりも、「～され」の形式の使用率が高いことが今回の調
査で明らかになった。このように、本研究は、コーパス研究以前では、正しく把握しづらかった、
伝達目的によって異なる二字漢語動名詞の使用表現の限定化・慣習化の実態を明らかにする。
2．コーパス比較分析の方法
2.1　使用コーパス
使用したコーパス二つの内の前者は、日英新聞記事対応付けデータ（内山・井佐原、2003）の日
本語部分を用いた。この新聞コーパスは、1989年９月から2001年12月までの読売新聞とThe Daily 
Yomiuriの記事を自動的に対応づけて作成されたものである（延べ語数　4,041,024語、異なり語数　
52,282語）。後者は、国立国語研究所で開発された「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」
（104,911,464語のデータ）であるが、その中で図書館・書籍サブコーパスを利用した（30,377,866語）。
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22.2　対象とする二字漢語動名詞の選出方法
対象とした二字漢語動名詞は、「日本語新聞キーワード」（中條他４名、2010）によって選出さ
れた664語のうち、まず、日英新聞コーパスによってサ変動詞として使用が認められた263語を選
び出した。次に、これらの二字漢語の用法を調べ、動詞としての用法（サ変動詞になっているも
のと後方に「いたす」「なさる」「できる」が続くもの）の使用例が500を超える動詞26語を今回
の分析対象とした。26の動詞とは、協力・実施・検討・合意・拡大・対応・強化・設置・指摘・
参加・導入・提出・表明・発表・強調・確認・実現・評価・決定・判断・期待・確保・利用・予
想・主張・逮捕（「日本語新聞キーワード」での特徴度順）である。
3．二字漢語動名詞の名詞用法比率について
前述した動詞26について、新聞コーパスとBCCWJ各コーパスにおける名詞用法比率を調べた
ところ以下のような結果となった（資料１参照）。以下新聞コーパスをN、BCCWJ図書館・書籍
サブコーパスをBで記す。
【図１】　新聞コーパスにおける二字漢語動名詞の名詞用法割合（名詞用法割合の高い順）
【図２】　BCCWJにおける二字漢語動名詞の名詞用法割合（名詞用法割合の高い順）
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二つのコーパス間において名詞用法比率を比較すると以下のような差が認められた。
①　新聞コーパスのほうがBCCWJよりも名詞用法割合が高い語は、協力・拡大・判断・強
化・対応・参加・利用・導入・確保・設置・主張・検討・実現・実施・指摘・提出・確
認・強調の26語中18語であった。
②　新聞コーパスよりBCCWJの方が名詞用法割合が高い語は、合意・決定・評価・逮捕・期
待・予想・表明・発表の８語であった。
以上の26動詞に限った考察からは、新聞コーパスによる報道場面のほうが名詞用法が動詞用法
よりやや高い割合である傾向が窺える。しかし、どちらに使用されるかは、二字漢語動名詞の意
味によって選択が異なるといえよう。
4．二つのコーパスにおける26動詞とその文法形式の比較
4.1　サ変活用形による主成分分析
次頁の図４は、26の動詞の二つのコーパス、新聞コーパスとBCCWJにおけるサ変活用（させ
＊・され＊・し、・した。・した（文中）・して・（その他）し＊・する。・する（文中）・その他
サ変）１）の割合を主成分分析にかけたものである。これにより、26の動詞間の二つのコーパス
上の使用の特徴を相対的に把握することができる。まず、資料２（論文末に添付）のように二つ
のコーパスそれぞれにおける二字漢語に続くサ変形式による割合表を作成してから、主成分分析
にかけ４つの成分を抽出した。
【図３】　両コーパスにおける二字漢語動名詞の名詞用法割合の比較
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4次頁の表１が成分行列表である。成分ごとに対抗要素を概観すると次のことが考察できる。成
分１では、「した。」・「され＊」・「した（文中）」に対して、「する（文中）」・「（その他）し＊」が、
成分２においては、「され＊」に対して、「し、」「した。」「した（文中）」「する。」が対抗してい
るといえよう。成分３においては、「する。」「し、」に対して「した（文中）」「させ＊」が、対抗
している。また、成分４においては、「して」に対し「させ＊」「され＊」が対抗していることが
理解できる。
【図４】　新聞コーパスとBCCWJ比較～動詞活用形から見た二字漢語動名詞の使用の実態
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図５において成分プロットを示しておく。
成分プロットを見ると先に示した成分行列の因子の相互の関係が明確に理解できる。これらの
文法形式の関係の上に個々の動詞が実際的にどう使われているのか重ね合わせて考察していく。
4.2　グループ分け
表１の成分行列表を参考に図４を分析すると、26の動詞は以下のように大体７つのグループに
分けることができる。（●は資料３にコーパスにおける用例を収集）
第１グループ
このグループは、N（新聞コーパス）が第２象限左上に比較的高く、B（均衡コーパス）が中
【表１】　成分行列表
【図５】　成分プロット
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6心にむかって右下に位置する。
例：●発表・合意・表明
第２グループ
このグループは、N　Bともに第３象限の際立って深くに認められ、Nが外側、Bが中心により
近い所に位置している。
例：●逮捕・予想
第３グループ
比較的NもBも中心に位置し、NとBに置いて大きな差はない。
例：導入・利用・主張
第４グループ
N、Bともに第４象限に留まる。
例：期待・評価・検討
第５グループ
NとBの分布がそれぞれ第１象限と第４象限、第２象限と第３象限というようにNとBが縦に平
行に位置する。すなわち、第２成分に差が大きく表れ、第１成分の差がほとんど見られないグ
ループである。この場合、ほとんどNが第１及び第２象限であり、Bがそれぞれ第４象限と第３
象限である。
例：●設置・強化　
第６グループ
このグループは、該当する動詞数は少ないが、第５グループと対照的な特徴を示している。第
２成分はほとんどNとBについて差はなく、第１成分の基準によりNとBが中心から大きく左右に
離れて位置づけられている。
例：確認
第７グループ
このグループは、Nが第１象限比較的奥に位置し、Bがやや中心に向かい第４象限との境ぐら
いに位置する。
例：●実現・対応・拡大
第１から第７グループの特徴をまとめるとNが外側に位置し、Bが内側に位置するのは全体的
傾向であることが考察できる。これは、新聞コーパスのほうが動詞それぞれに特徴ある使用を示
していることを示唆している。最初に新聞を特徴付ける語を選出したことを裏打ちしているが、
その特徴というのはさまざまで、新聞テキストの特徴を「受身形が多い」とかといった文法形式
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において一般化することは難しいことが判明した。むしろ動詞各々の意味によって新聞テキス
ト、一般書籍テキストそれぞれにおける使われ方が異なるということが明確になった。第１から
第７グループは、動詞意味論的観点から考えると、主体と動作とのかかわり方、主体と動作の対
象との関係において、何らかの類似性を持っていると考えられるが、それを実証するには、対象
動詞の数を増やして考察する必要があるだろう。
5．まとめ
本論文は、新聞コーパスと均衡コーパスを二字漢語動名詞の使用を調査することで比較してみ
た。名詞用法と動詞用法との頻度の比較でも、テンス・アスペクト・ヴォイスの文法形式におけ
る使用実態の分析でも、動詞の意味を無視した一般化は無理であることが明らかになった。新聞
という報道の目的をもつ場面でも、一般的な書き言葉によるコミュニケーションの場面でも、動
詞はそれぞれの意味レベルでの対応をしており、二字漢語動名詞の大半が共通した文法形式を採
るわけではない。しかし、そのような中でも、新聞コーパスと均衡コーパスの比較に関して「さ
せ＊」「され＊」「し、」「した。」「した（文中）」「して」及び「（その他）し＊」「する。」「する（文
中）」「その他サ変」の主成分分析が成立したことも事実である。おそらく、複雑な要素の組み合
わせによって文法形式の選択は行われるのであろう。本論文では、動詞の内部要素分析までは踏
み込めなかったが、次の課題として検討される必要があることを認識した。コーパス比較という
試みにおいて、本研究では、いくつかの分析手法を考え実行した。この点においては、コーパス
研究の可能性を示唆することができたと思う。
謝辞：本研究は平成25～27年度科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番号25370496）を受けて行われま
した。
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１）＊は、後ろに語の活用形が続くものを含めることを表している。「（その他）し＊」は二字漢語動名
詞に「し」が続くもので、「し、」「した。」｢した（文中）｣「して」以外のもの。
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8.資料１　新聞コーパスとBCCWJにおける二字漢語動名詞の用例数と動詞用法、名詞用法の割合
漢語
新聞 BCCWJ
用例数 名詞用法 動詞用法 用例数 名詞用法 動詞用法
協力 3357 83.97% 16.03% 2513 67.61% 32.39%
実施 2151 42.82% 57.18% 1837 37.56% 62.44%
検討 2247 44.41% 55.59% 1876 38.43% 61.57%
合意 1959 63.71% 36.29% 665 76.24% 23.76%
拡大 1799 65.31% 34.69% 1909 52.07% 47.93%
対応 2133 62.96% 37.04% 2524 46.63% 53.37%
強化 1562 63.32% 36.68% 983 52.80% 47.20%
設置 1130 45.49% 54.51% 1430 37.48% 62.52%
指摘 1697 30.58% 69.42% 2053 18.46% 81.54%
参加 1681 58.12% 41.88% 3143 43.49% 56.51%
導入 1425 55.44% 44.56% 1579 45.79% 54.21%
提出 1266 25.91% 74.09% 1260 23.41% 76.59%
表明 1258 24.09% 75.91% 585 25.64% 74.36%
発表 1511 15.29% 84.71% 2427 34.49% 65.51%
強調 948 16.35% 83.65% 1228 6.60% 93.40%
確認 1229 23.43% 76.57% 3027 22.04% 77.96%
実現 1435 43.83% 56.17% 2403 30.09% 69.91%
評価 1320 49.47% 50.53% 3427 61.63% 38.37%
決定 1555 56.66% 43.34% 3672 65.52% 34.48%
判断 1660 63.37% 36.63% 3555 55.30% 44.70%
期待 1643 32.14% 67.86% 2789 39.37% 60.63%
確保 972 47.53% 52.47% 1252 33.15% 66.85%
利用 1523 55.88% 44.12% 5657 34.82% 65.18%
予想 760 31.05% 68.95% 1638 52.44% 47.56%
主張 1212 45.21% 54.79% 3173 41.66% 58.34%
逮捕 811 36.13% 63.87% 1100 39.36% 60.64%
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資料２　各コーパスにおけるサ変形式の出現割合
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資料３　各コーパスにおける用例
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